
季節労働者がSOS

熙
さ とう

ボーナスというものを死ぬ前に

一度でもよいからもらってみたい。

りょういち

陵一備誌彊業爺異皇欝 佐 藤

「
二
十
三
人
の
役
員
が
十
月
初
め
、
電
話

訪
間
な
ど
手
わ
け
を
し
て
四
百
三
十
九
人
の

組
合
員
の
就
労
状
態
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
五
十
日
の

一
時
金
の
資
格
の
つ
か
な
い

人
が
四
十

一
人
で
す
。
ま
た
、　
一
年
間
の
生

活
相
談
は
、
生
活
保
護
が
十
五
件
、
サ
ラ
金

二
件
、
仕
事
の
紹
介
三
十
件
、
労
災
五
件
、

賃
金
不
払
い
九
件
で
す
。
」

こ
の
発
言
は
、
十

一
月
に
開
か
れ
た
季
節

労
働
者
対
策
会
議
の

一
コ
マ
で
す
。
こ
こ
に

北
海
道
の
季
節
労
働
者
の
お
か
れ
て
い
る
現

状
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
業
を
余
儀

な
＜
さ
れ
て

最
初
に
、
他
県
で
は
理
解
し
づ
ら
い
と
思

わ
れ
る
北
海
道
に

″
熱
い
冬
″
を
つ
く
り
だ

し
て
き
た
季
節
労
働
者
と
、
十
年
前
の
失
業

保
険
法
の
改
悪
が
も
た
ら
し
た
実
態
の
説
明

が
必
要
で
す
。
普
通
、
季
節
労
働
と
言
え
ば

生
産
や
労
働
が
あ
る
季
節
Ｈ
シ
ー
ズ
ン
に
だ

け
集
中
す
る
比
較
的
短
い
労
働
の
こ
と
で

す
。
酒
造
り
の
仕
込
み
、
み
か
ん
の
収
穫
、

北
海
道
で
は
冬
山
造
材
、
ニ
シ
ン
の
漁
獲
な

ど
が
代
表
例
で
し
た
ｃ

と
こ
ろ
が
、
建
設

一
般
全
日
自
労
が
た
た

か
い
を
組
織
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
労
働
者

で
も
、
東
北
の
季
節
的
な
出
稼
ぎ
農
民
と
も

ち
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
夏
の
間
建
設
現
場
で

働
き
、
冬
に
な
る
と
、
積
雪
と
寒
冷
の
気
象

条
件
に
強
く
影
響
さ
れ
て
、
資
本
の
活
動
自

体
が
季
節
性
を
も
つ
建
設
業
か
ら
、
少
な
く

と
も
四
ヵ
月
間

（
平
均
就
労
期
間
は
七

。
二

六
ヵ
月
）
は
一屋
用
、
あ
る
い
は
就
業
が
中
断

さ
れ
、
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
失
業
を

繰
り
か
え
す

「
専
業
の
建
設
労
働
者
」
で
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
労
働
者
の
大
部
分
は

九
十
日
の
失
業
給
付
金
が
冬
期
の
唯

一
の
糧

で
し
た
。
こ
う
し
た
労
働
者
が
北
海
道
に
雇

用
労
働
者
の
六
人
に

一
人
、
三
十
万
人
存
在

し
、
家
族
を
ふ
く
め
る
と
百
万
人
と
い
う
数

の
大
き
さ
が
ま
ず
重
大
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
状
態
に
激
変
を
与
え
た
の



「地場産業を大切にする生活に密着した公共事業を拡充して仕事をよこせ」
と対道交渉する建設一般全日自労北海道本部の幹部、組合員の皆さん。

が
、
失
業
保
険
か
ら
雇
用
保
険
法
へ
の
改
悪

で
し
た
。
法
の
成
立
で
季
節
労
働
者
は
、
「
毎

年
予
定
さ
れ
た
失
業
を
繰
り
か
え
す
の
で
保

険
に
な
じ
ま
な
い
」
と
、　
一
般
労
働
者
と
差

別
、
切
り
は
な
し
が
行
わ
れ
、
特
例
と
し
て

五
十
日
分
の

一
時
金
の
支
給
と
な
っ
た
の
で

す
。

企
業
組
合
が

運
動
の
テ
コ

当
時
、
九
十
日
分
の
総
額
は
約
六
百
二
十

億
円
で
函
館
市
の
歳
出
の
二
倍
で
し
た
。
漁

業
が
中
心
の
島
牧
村
で
は
、
有
権
者
の
三
分

の

一
を
こ
え
る
七
百
六
十
二
人
が
受
給
し
、

そ
の
金
額
は

一
億
七
千
万
円
で
、
こ
れ
も
同

村
の
東
西
二
つ
の
漁
協
の
水
揚
高
の
二
倍
で

し
た
。
こ
の
給
付
金
の
四
十
日
分
の
切
り
下

げ
は
男
子
で
十
四
万
円
、
年
収
の
八

・
五
晰

に
も
な
り
、
北
海
道
全
体
で
は
二
百
九
十
五

億
円
に
も
及
び
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
季
節
労
働
者
の
生
活
を
直
撃
す

る
死
活
問
題
と
な
り
、
地
域
経
済
を
も
破
壊

す
る
も
の
で
し
た
。
た
た
か
い
は
、
は
く
患

も
自
く
、
指
が
カ
ジ
カ
ム

（
冷
め
た
く
感
覚

が
な
く
な
る
）
厳
寒
の
職
安
前
ビ
ラ
ま
き
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
十
年
余
の
運
動
は

一
言
で
は
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う

な
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

第

一
は

「
地
元
で
働
く
仕
事
を
よ
こ
せ
」

「
九
十
日
支
給
を
復
活
せ
よ
」
と
い
う
冬
期

の
雇
用
不
安
、
失
業
反
対
の
と
り
く
み
か
ら

賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
基
幹
産
業
労
働
者
に

ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
向
上

を
め
ざ
す
労
働
組
合
運
動
に
急
速
に
発
展
し

て
き
て
い
る
こ
と
ｃ

第
二
は
、
業
者
、
自
治
体
ぐ
る
み
の
対
政

府
闘
争
の
中
で
、
労
働
省
の
施
策
で
は
数
少

な
い
労
働
者
に
対
す
る
直
接
助
成
の

「
職
業

講
習
制
度
」
を
つ
く
ら
せ
、
三
度
の
延
長
を

実
現
し
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

講
習
は

一
日
三
時
間
、
自
分
た
ち
で
出
資

し
て
つ
く
り
あ
げ
た
企
業
組
合
で
、
通
年
一雇

用
に
役
立
つ
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ



と
で
、
二
十
日
を
限
度
に
国
か
ら

一
日
当
た

り
四
千
二
百
円
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
、
こ
の
活
用
が
北
海
道
の
季
節
労
働
者

の
運
動
の
大
き
な
テ
コ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
六
年
間
の
実
績
は
、
労
働
者
数
で
八
十

一
万
人
、
受
給
額
で
七
百
四
十
二
億
円
に
な

り
、
季
節
労
働
者
は
奪
わ
れ
た
四
十
日
分
の

半
分
を
と
り
か
え
し
ま
し
た
。

六
人
に

一
人

が
就
労
排
除

当
面
す
る
最
大
の
課
題
は
、
「
仕
事
の
確

保
」
、
一雇
用
創
出
問
題
で
す
。
長
び
く
不
況
、

公
共
事
業
の
減
少
は
、
深
刻
な
一雇
用
不
安
、

失
業
増
大
と
な
っ
て
表
画
化
し
て
い
ま
す
っ

冬
の
生
活
の
命
綱
で
あ
る
五
十
日
の

一
時
金

（
平
均
男
子
二
十
三
万
円
、
女
子
九
万
円
）

の
受
給
資
格
が
つ
か
な
い
、
つ
ま
り
月
十

一

日
以
上
、
六
ヵ
月
間
の
就
労
が
確
保
さ
れ
な

い

〃
夏
の
季
節
労
働
〃
か
ら
も
失
業
す
る
事

態
が
進
行
し
、
そ
の
数
は
四
万
人
と
推
定
さ

れ
る
の
で
す
。
六
十
五
歳
以
上
は
す
で
に
六

人
に

一
人
が
就
労
排
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
四
年
間
続
け
て
き
た
八
月
の
就

労
調
査

（
仕
事
の
最
盛
期
、
こ
の
時
点
で
失

業
し
て
い
れ
ば

一
時
金
の
資
格
は
つ
か
ず
、

講
習
資
格
も
あ
り
ま
せ
ん
）
で
は
、
平
均
で

八

・
六
の
、
二
万
人
近
い
失
業
状
態
で
推
移

し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
の
運
動
は
何
よ

り
も

一
時
金
の
資
格
取
得
の
た
め
に
職
安
、

自
治
体
、
そ
し
て
業
界
へ
の

「
つ
な
ぎ
就
労

対
策
」
と
冬
期
就
労
事
業
の
実
施
を
求
め
る

点
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
ら
の
力
で
一雇
用
創
出
を
は
か
る

た
め
に
、
企
業
組
合
や
、
中
高
年
事
業
団
で

仕
事
の
受
注
を
拡
大
し
、
昨
年
は
公
共
事
業

一
億
円
を
ふ
く
め
三
億
五
千
万
円
に
到
達
し

て
い
ま
す
。

課
題
の
も
う

一
つ
は
、
賃
金
、
労
働
条
件

の
改
善
と
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
相
談
、
生
活
防

衛
の
と
り
く
み
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
で
す
。

「
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
も
の
を
死
ぬ
前
に

一

度
で
も
よ
い
か
ら
も
ら
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
こ
の
言
葉
に
お
か
れ
て
い
る
労
働
条
件
が

象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
月
の
調
査
で
は
、

「地元で働く仕事と失業給付90日 支給復活を」と職安交渉にむけて
デモ行進する北海道季節労働者の皆さん.



昨
年
に
比
べ
て
賃
金
が

「
安
い
」
と
の
回
答

が

一
九

・
七
の
、
「
同
じ
」
が
五
五

・
ニ
チ
で

八
割
が
実
質
賃
金
の
低
下
で
す
。
国
が
助
成

を
行
い
、
公
共
事
業
で
は
適
用
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
建
設
業
退
職
金
共
済
の
証
紙
添

付
率
は
二
四
瘍
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
企
業
に
一雇

用
さ
れ
て
い
て
も
、
季
節
労
働
者
の
半
数
以

上
が
国
民
健
康
保
険
な
の
で
す
。

問
題
は
明
確
で
す
。
大
手
建
設
資
本
の
地

元
業
者
に
対
す
る
横
暴
と
元
請
責
任
の
回

避
、
行
政
指
導
の
不
十
分
さ
に
原
因
が
あ
る

の
で
す
。自

党
を
高
め

新
た
に
前
進

私
た
ち
の
運
動
は
、
公
共
事
業
に
徹
底
し

て
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

「
あ
ま
り

に
も
ひ
ど
い
「
せ
め
て
世
間
並
み
に
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
切
実
な
要
求
を
社
会
問
題
化

し
、
世
論
の
合
意
を
得
な
が
ら
行
政
指
導
を

強
め
さ
せ
て
い
く
も
の
と
し
て
前
進
し
て
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
せ
ら
れ
る
相
談
に
応
え
な
が
ら
、

組
合
員
証
の
提
示
で
物
が
安
く
買
え
る
、
ト

コ
ヤ
の
割
り
引
き
が
で
き
る
な
ど
の
指
定
店

制
度
や
、
味
噌
、
し
ょ
う
油
の
共
同
購
入
な

ど
必
死
の
生
活
防
衛
の
毎
日
で
す
。

軍
拡

・
臨
調
路
線
は
、
季
節
労
働
者
の
ギ

リ
ギ
リ
の
生
活
を
は
る
か
に
越
え
て
生
活
苦

を
強
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海

道
の
季
節
労
働
者
は
三
万
人
が
企
業
組
合
に

結
集
し
、　
一
万
三
千
人
が
建
設

一
般
全
日
自

労
に
加
入
す
る
ま
で
に
自
覚
を
高
め
、
た
た

か
い
の
経
験
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
冬
は
文
字
ど
お
り
三
万
人
の
労
働
組
合
に

飛
躍
し
、
新
た
な
前
進
を
決
意
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

「軍事費を削ってくらしを守れ」と毎年開か

れる全道決起集会での季節労働者

:11
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